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平成16年度の1月末現在で直轄請負工事におけ

る事故発生件数は、104件（速報値）で、もらい

事故を併せると既に160件となっています。これ

は、平成13年度の年間発生件数149件を既に上回

り過去最も早いペースで事故が増加していま

す。

これから年度末に向け工期終了が迫る現場も

多いと思います。例年、年度末には事故が多発

する傾向にありますので、各事務所におかれま

しては、各請負業者へ安全管理をより一層強化

・徹底し、全員が気を引き締めて作業にあたる

よう注意・指導を強化して下さい。また、現在

無事故の工事等においても、最後まで気を緩め

ず災害ゼロを目指して下さい。

事故が急増!! ～年度末に向けて安全管理体制の強化・徹底を!!
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昨年度に続き、同形態の死亡事故が発生!!
巡回整備作業中、落下物を回収しようとして一般車にはねられた。

前号の『あんぜん（第133号）』で道路維持

作業における死亡事故（平成17年1月12日事故

発生）の一報を掲載しましたが、より詳細な事

故の状況が判明しましたので、繰り返し紹介し

ます。

【事故概要】

道路維持作業において、一般国道を巡回整備

中に、舗装穴埋め及び鳥の死骸処理のため、作

業車を下り車線側の空地に停車させ、空地で職

長含む3名の作業員が穴埋め作業の準備している

間に、40～50ｍ離れた道路センター上にあった

鳥の死骸を作業員が単独で回収しに行ったとこ

ろ、上り車線を走行してきた一般車（大型トラ

ック）運転手が、煙草を吸おうとした前方不注

意から、道路センターをはみ出すように走行し

たため、作業員がはねられ全身強打から死に至

りました。

なお、死亡した作業員は、当日、作業に欠員

があり、臨時で配置された作業員でした。

（裏面につづく）

現場状況写真事故状況平面図

事故状況断面図



１月の事故速報

発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

１月１２日 道路維持作業において、作業員が単
滋賀県 独で道路センター上にあった鳥の死骸

１６：４０ を回収中、対向車線を走行して来た一
般車（大型ﾄﾗｯｸ）に撥ねられた。
〔作業員：全身強打 死亡〕

１月１３日 舗装修繕工事において、信号機の表
大阪府 示は赤であったが、交通誘導員が誘導

５：００ 合図したため、一般車が交差点へ進入
したところ、交差点内を走行していた
別の一般車と接触した。
〔物損：一般車2台 損傷〕

１月１７日 道路改良工事において、作業ヤード
福井県 内で自走式杭打機が移動していたとこ

９：２０ ろ、左後方履帯が養生していた敷鉄板
ごと沈み込み転倒した。
〔物損：工事関係車 損傷〕

１月１８日 中央分離帯設置工事において、走行
福井県 中の一般車が工事区域に設置していた

２３：２０ 保安施設に接触し、そのまま逃走し
た。
〔物損：仮設バリケード等 損傷〕

１月１９日 舗装改良工事において、工事関係車
福井県 （10 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ）がﾀﾞﾝﾌﾟｱｯﾌﾟの状態t

１：１５ で前進したところ、道路案内標識板に
荷台が接触した。
〔物損：道路案内標識板 破損〕

１月２１日 舗装復旧工事において、工事関係車
滋賀県 （10 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ）が作業ヤード内で後t

９：３０ 進したところ、工事中の橋脚に荷台が
接触した。
〔物損：橋脚 欠損〕

１月２１日 トンネル工事において、作業員が資
福井県 材置場から単管パイプを運搬中、場内

１１：３０ の敷鉄板で足を滑らせ転倒、負傷し
た。
〔作業員：右手中指他 骨折〕

１月２４日 現場技術業務において、現場技術員
兵庫県 が車で現場に向う途中、信号の手前で

８：５０ 停車していた一般車（3 ﾄﾗｯｸ）に追突t
した。
〔物損：荷台のステップ 損傷〕

１月２４日 舗装維持作業において、片側2車線
福井県 の内、追越車線を通行規制していたと

１３：２０ ころ、一般車が規制内の規制車に追突
した。
〔物損：規制車後部 損傷〕

（平成１７年１月３１日現在）

発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

１月２５日 安全施設設置工事において、交通規
和歌山県 制の準備中に、規制車が後進したとこ

１４：１５ ろ、後方に停車していた一般車に衝突
した。
〔物損：一般車 損傷〕

１月２８日 共同溝工事において、走行中の一般
大阪府 車が工事により設置していた固定占用

８：３０ 帯施設に衝突し、車を置いて逃走し
た。
〔物損：保安施設 損傷〕

１月２９日 道路整備工事において、作業員が坑
滋賀県 内ではつり作業を行っていたところ、

１１：３０ 手元が狂って、自身の足にﾌﾞﾚｰｶｰの先
端を落下させ負傷した。
〔作業員：右足小指 骨折〕

１月２９日 倉庫改築工事において、作業員2名
滋賀県 で軽ﾄﾗｯｸに積載された万能塀の荷卸し

１６：４０ 作業中、万能塀が作業員の左足膝に滑
り落ち負傷した。
〔作業員：左膝大腿骨 骨折〕

１月３０日 橋梁下部工事において、走行中の一
福井県 般車が迂回路の始りに気付かず直進

４：００ し、反対車線側のガードレールに接触
した。
〔物損：ガードレール 損傷〕

１月３０日 橋梁下部工事において、対向車が中
福井県 央線を割って走行してきた際、迂回路

８：２０ を走行中の一般車が運転操作を誤りガ
ードレールに衝突した。
〔物損：ガードレール 損傷〕

１月３１日 道路法面工事において、法面掘削残
福井県 土の運搬作業中、工事関係車（ﾀﾞﾝﾌﾟﾄ

１０：３０ ﾗｯｸ）が積雪の坂道で動けなくなり、
駆動輪に自重を掛けようと荷台を上げ
て発進したところ、上空の架空線と荷
台が接触し切断した。
〔物損：電線 切断〕

１月３１日 橋梁補修工事において、片側2車線
奈良県 の内、走行車線を交通規制中、追越車

２２：５１ 線を走行中の一般車（大型ﾄﾗｯｸ）が規
制設備に接触した。
〔物損：矢印板 損傷〕

事故の要因とその対策

規制を伴わない道路維持作業において、作業

員と一般車との接触事故の要因と背景及び対策

は以下のように考えられます。各事務所におけ

る道路維持業者の事故防止対策として、請負業

者への注意・指導等をお願いします。

対　策

現道上での危険性について教育・指導を徹底する

日頃から安全確認の習慣付け

車道へ入って作業する際の手順等を定めておく

職長、代表責任者への教育を強化する

作業車のハザード、回転灯を点灯する

反射帯、自発光式チョッキ等を装着する

前後に警戒員を配置する

注意看板を設置する

要注意箇所を事前に調査確認しておく

ホイッスル・発煙筒等で注意を向けさせる

人員を交替する

作業内容・指示、ＫＹ活動を必ず実施する

高輝度式看板を設置する

背　景

現場の環境が薄暗い
（雨、夕方、夜間など）

カーブ区間、交差点等
（山間部、縦横断勾配大など）

第三者の不安全運転行為
（前方不注視、脇見、速度超過など）

作業員の行動に日頃から問題があった

作業員が安全確認を怠った

教育・指導が不十分な作業員だった
（欠員要員、未経験者など）

作業員に油断があった

チームワークが不足していた

作業手順が明確に定まっていなかった

要　因

第三者から見えなかった

作業手順が不適切であった

単独で作業していた


